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「
鳳
翔
記
光
碑
」
に
つ
い
て

整
理
番
号

題
額

題
額
揮
毫

碑
記
撰
文

碑
記
揮
毫

浦
和
一
四

記
光
碑

飯
沼
一
省

有
元
九
五
郎

服
部
誠
一

鳳
翔
記
光
碑

鐫
刻

撰
文
建
碑
年

住
所

場
所

備
考

五
月
女
石
材
店

一
九
三
五
・
昭
和
一
○

桜
区
下
大
久
保

埼
玉
大
学

和
文

一
．
は
じ
め
に

昭
和
九
年
一
一
月
、
昭
和
天
皇
は
、
陸
軍
特
別
大
演
習
を
閲
兵
し
た
。
そ
の
後
の
観
閲
式
に
埼
玉
県
師

範
学
校
（
以
下
「
埼
玉
師
範
」
）
と
埼
玉
県
女
子
師
範
学
校
（
以
下
「
埼
玉
女
師
」
）
の
生
徒
が
参
加
し

た
。
ま
た
、
閲
兵
か
ら
の
帰
還
途
上
、
天
皇
は
埼
玉
県
庁
を
訪
問
、
埼
玉
師
範
・
埼
玉
女
師
や
附
属
小
学

校
を
含
む
、
児
童
生
徒
ら
の
学
業
作
品
等
が
天
覧
に
浴
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
光
栄
だ
と
し
て
作
ら
れ

た
の
が
本
石
碑
。
碑
題
の
「
鳳
翔
」
と
は
、
鳳
翔
閣
の
こ
と
で
、
埼
玉
県
師
範
学
校
の
旧
校
舎
。
転
じ
て

埼
玉
県
師
範
学
校
の
雅
号
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。「
記
光
」
は
、
栄
光
を
記
録
す
る
意
で
あ
ろ
う
。

○
写
真
１

石
碑
正
面
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○
写
真
２

正
面
拓
本

○
写
真
３

篆
題

○
写
真
４

篆
題
拓
本

○
写
真
５

「
碑
記
」
部
分
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二
．
翻
刻
並
に
訳
注

■
翻
刻

（
正
面
）

◎
題
額
（
篆
書
体
）

記光碑
◎
碑
記

鳳
翔
記
光
碑

前
埼
玉
縣
知
事
正
五
位
勲
四
等
飯
沼
一
省
題
額

昭
和
九
年
十
一
月
畏
ク
モ

天
皇
陛
下
毛
讓
ノ
野
ニ
武
ヲ
閲
シ
給
フ
是
ノ
日
十
七
日
髙
﨑
市
乘
附
練
兵
場
ニ
於
テ
毛
武

常
信
越
ノ
男
女
生
徒
青
年
四
萬
人
ニ
親
閲
ヲ
賜
ヒ
翌
十
八
日
本
縣
ニ
行
幸
ア
リ
神
祇
ヲ
崇

ク
シ
賚
治
ヲ
察
シ
名
教
ヲ
厲
マ
シ
給
フ
官
民
歡
喜
シ
テ
奉
迎
ノ
誠
ヲ
效
ス
此
ノ
閒
本
校
軄

員
生
徒
兒
童
或
ハ
受
閲
ノ
隊
ニ
伍
シ
或
ハ
奉
迎
ノ
列
ニ
加
ハ
リ
或
ハ
拜
謁
ノ
榮
ヲ
荷
ヒ
或

ハ
成
績
品
ヲ
叡
覽
ニ
奉
供
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
タ
リ
行
幸
ニ
先
タ
ツ
二
日
特
ニ
侍
従
ヲ
本
校
ニ

遣
ハ
シ
教
育
學
習
ノ
實
績
諸
般
施
設
ノ
情
況
ヲ
視
察
セ
シ
メ
給
フ
□
天
㤙
優
渥
恐
懼
措
ク

汁
ハ
ス
是
レ
ヨ
リ
先
十
月
二
十
五
日
本
校
敎
練
査
閲
ノ
事
ア
ル
ヤ
近
衞
師
團
長
朝
香
宮
鳩

彦
王
殿
下
ノ
台
臨
ア
リ
此
ノ
日
秋
霖
瀟
瀟
衣
帽
ヲ
霑
ス
ヲ
モ
意
ト
シ
給
ハ
ス
終
始
臨
監
ア

ラ
セ
ラ
レ
特
ニ
嘉
奬
ノ
辭
ヲ
賜
ハ
ル
擧
校
感
激
ス

惟
フ
ニ
本
校
ハ
古
ク
鳳
翔
閣
ト
名
ツ
ケ
ラ
レ
寵
眷
ヲ
蒙
ル
事
久
シ
而
シ
テ
客
秋
斯
ノ
□
皇

澤
ニ
浴
シ
使
命
弥
重
キ
ヲ
加
フ
仍
テ
其
ノ
梗
槩
ヲ
錄
シ
後
昆
ニ
傳
ヘ
益
奮
勵
努
力
以
テ
□

聖
旨
ニ
副
ヒ
奉
ラ
ン
コ
ト
ヲ
冀
フ
ト
云
爾

昭
和
十
年
十
一
月
十
六
日

埼
玉
縣
師
範
學
校
長
正
五
位
勲
四
等
有
元
久
五
郎
撰

埼
玉
縣
師
範
學
校
教
諭

服
部
誠
一
書

（
背
面
）

五
月
女
石
材
店

茂
呂
仁
三
郎

會
田
治
郎
吉
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■
訳
注

●
本
文
（
文
字
は
旧
字
体
に
統
一
、
一
行
ご
と
に
改
行
）

鳳
翔
記
光
記

前
埼
玉
縣
知
事
正
五
位
勲
四
等
飯
沼
一
省
題
額

昭
和
九
年
十
一
月
、

畏

ク
モ
天
皇
陛
下
、
毛
武
ノ
野
ニ
武
ヲ
閲
シ
給
フ
。

か
し
こ

た
ま

是
ノ
日
十
七
日
、
高
崎
市
乘
附
練
兵
場
ニ
於
テ
、
毛
武
常
信
越
ノ
男
女
生
徒
青
年
四
萬
人
ニ
、
親
閲
ヲ
賜

の
つ
け

ヒ
、
翌
十
八
日
、
本
縣
ニ
行
幸
ア
リ
。

神
祇
ヲ
崇
ク
シ
、
民
治
ヲ
察
シ
、
名
教
ヲ
厲
マ
シ
給
フ
。

じ
ん

ぎ

た
か

は
げ

官
民
歡
喜
シ
テ
奉
迎
ノ
誠
ヲ
效
ス
。

い
た

此
ノ
間
、
本
校
職
員
生
徒
兒
童
、
或
ハ
受
閲
ノ
隊
ニ
伍
シ
、
或
ハ
奉
迎
ノ
列
ニ
加
ハ
リ
、
或
ハ
拜
謁
ノ
榮

ヲ
荷
ヒ
、
或
ハ
成
績
品
ヲ
叡
覽
ニ
奉
供
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
タ
リ
。

行
幸
ニ
先
ダ
ツ
二
日
、
特
ニ
侍
従
ヲ
本
校
ニ
遣
ハ
シ
、
教
育
學
習
ノ
實
績
、
諸
般
施
設
ノ
情
況
ヲ
視
察
セ

シ
メ
給
フ
。

天
恩
優
渥
、
恐
懼
措
ク
能
ハ
ズ
。

是
レ
ヨ
リ
先
、
十
月
二
十
五
日
、
本
校
教
練
査
閲
ノ
事
ア
ル
ヤ
、
近
衞
師
團
長
朝
香
宮
鳩

彦
王
殿
下
ノ

や
す
ひ
こ

台
臨
ア
リ
。

此
ノ
日
、
秋
霖
瀟
瀟
、
衣
帽
ヲ

霑

ス
ヲ
モ
、
意
ト
シ
給
ハ
ズ
、
終
始
臨
監
ア
ラ
セ
ラ
レ
、
特
ニ
嘉
奬
ノ

う
る
ほ

辭
ヲ
賜
ハ
ル
。

擧
校
感
激
ス
。

惟
フ
ニ
、
本
校
ハ
、
古
ク
鳳
翔
閣
ト
名
ヅ
ケ
ラ
レ
、
寵
眷
ヲ
蒙
ル
事
久
シ
。

而
シ
テ
客
秋
斯
ノ
皇
澤
ニ
浴
シ
、
使
命

弥

重
キ
ヲ
加
フ
。

い
よ
い
よ

仍
テ
其
ノ
梗
槩
ヲ
錄
シ
、
後
昆
ニ
傳
ヘ
、

益

奮
勵
努
力
以
テ
聖
旨
ニ
副

ま
す
ま
す

ヒ
奉
ラ
ン
コ
ト
ヲ
冀
フ
ト
云
爾
。

昭
和
十
年
十
一
月
十
六
日

埼
玉
縣
師
範
學
校
長
正
五
位
勲
四
等

有
元
久
五
郎
撰

埼
玉
縣
師
範
學
校
教
諭

服
部
誠
一
書

●
人
物

○
飯

沼

一
省

明
治
二
五
（
一
八
九
二
）
年
か
ら
昭
和
五
七
（
一
九
八
二
）
年
。
会
津
若
松
市
生
ま

い
い
ぬ
ま

か
ず
み

れ
。
父
は
会
津
松
平
家
家
令
飯
沼
関
彌
。
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
に
東
京
帝
国
大
学
を
卒
業
。
以
後
内

務
官
僚
の
道
を
歩
み
、
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
七
月
一
○
日
に
第
三
一
代
埼
玉
県
知
事
に
就
任
。
陸
軍

特
別
大
演
習
の
通
達
は
、
同
年
二
月
二
七
日
に
廣
瀬
久
忠
前
知
事
に
下
っ
て
お
り
、
県
と
し
て
準
備
に
着

手
し
て
い
た
が
、
新
任
知
事
は
、
大
演
習
の
準
備
と
実
行
に
忙
殺
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
無
事
大
演
習

を
終
え
、
翌
一
○
（
一
九
三
五
）
年
五
月
に
は
知
事
の
任
を
離
れ
た
。
「
鳳
翔
記
光
碑
」
の
建
立
は
、
同

年
一
一
月
で
、
知
事
は
齋
藤
樹
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
大
演
習
に
対
応
し
た
飯
沼
が
題
額
を
委
ね
ら
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。

○
昭
和
天
皇

名
は
裕

仁
、
幼
名
は
迪

宮
。
明
治
三
四
（
一
九
○
一
）
年
か
ら
昭
和
六
四
（
一
九
八

ひ
ろ
ひ
と

み
ち
の
み
や

九
）
年
。
在
位
は
、
同
元
（
一
九
二
六
）
年
か
ら
。
大
正
天
皇
の
第
一
子
。
大
正
元
（
一
九
一
二
）
立
太

子
、
同
一
○
（
一
九
二
一
）
か
ら
摂
政
。
大
演
習
の
同
九
年
は
、
満
三
三
歳
で
あ
っ
た
。

○
永

積

寅

彦

埼
玉
師
範
等
へ
差
し
遣
わ
さ
れ
た
侍
従
。
明
治
三
五
（
一
九
○
二
）
生
。
陸
軍
大
将

な
が
づ
み

と
ら
ひ
こ
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大
迫
尚
道
の
三
男
。
昭
和
天
皇
の
ご
学
友
と
し
て
学
習
院
や
東
宮
御
学
問
所
を
と
も
に
し
た
。
天
皇
即
位

後
は
、
昭
和
五
二
（
一
九
七
七
）
年
に
退
職
す
る
ま
で
、
一
貫
し
て
侍
従
と
し
て
仕
え
た
。
著
に
『
昭
和

天
皇
と
私
：
八
十
年
間
お
側
に
仕
え
て
』（
学
習
研
究
社
、
一
九
九
二
）
が
あ
る
。

○
朝

香

宮
鳩

彦

王

明
治
二
○
（
一
八
八
七
）
年
か
ら
昭
和
五
六
（
一
九
八
一
）
年
。
久
邇
宮
朝
彦

あ
さ
か
の
み
や
や
す
ひ
こ
お
う

の
八
男
。
明
治
三
九
（
一
九
○
六
）
年
、
朝
香
宮
の
称
号
を
受
け
、
宮
家
を
創
設
。
大
正
三
（
一
九
一
四
）

年
、
陸
軍
大
学
校
を
卒
業
。
昭
和
一
四
（
一
九
三
九
）
年
に
陸
軍
大
将
。
宮
将
軍
と
し
て
、
日
本
各
地
で

視
察
査
察
を
行
っ
て
い
た
。

○
有

元

久

五
郎

明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
か
ら
昭
和
三
八
（
一
九
六
三
）
年
。
岡
山
県
出
身
。

あ
り
も
と

き
ゆ
う

ご

ろ
う

岡
山
県
師
範
学
校
を
卒
業
し
て
教
員
生
活
に
入
り
、
明
治
三
六
（
一
九
○
三
）
年
四
月
に
埼
玉
師
範
学
校

物
理
化
学
科
教
諭
兼
訓
導
と
し
て
赴
任
。
同
三
八
（
一
九
○
五
）
年
一
一
月
ま
で
つ
と
め
た
。
以
後
和
歌

山
県
立
師
範
学
校
長
等
を
歴
任
し
、
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
、
今
度
は
学
校
長
と
し
て
埼
玉
師
範
に
赴

任
し
た
。

○
服

部

誠

一

号
は
北
蓮
。
明
治
三
二
（
一
八
九
九
）
年
か
ら
昭
和
六
一
（
一
九
八
六
）
年
。
現
杉

は
つ
と
り

せ
い
い
ち

戸
町
生
ま
れ
。
大
正
一
○
（
一
九
二
一
）
年
、
埼
玉
師
範
本
科
一
部
を
卒
業
。
教
員
生
活
に
入
り
、
昭
和

五
（
一
九
三
○
）
年
に
埼
玉
師
範
に
赴
任
。
新
制
埼
玉
大
学
教
育
学
部
と
な
っ
た
同
二
四
（
一
九
四
九
）

年
か
ら
退
官
の
同
四
○
（
一
九
六
五
）
年
ま
で
教
授
。
埼
玉
大
学
大
久
保
キ
ャ
ン
パ
ス
の
三
人
の
学
校
長

胸
像
解
説
文
や
浦
和
東
和
銀
行
前
の
「
埼
玉
県
師
範
學
校
埼
玉
県
医
學
校
発
祥
之
地
」
碑
文
も
服
部
の
手

に
な
る
。

○
五
月
女
石
材
店
、
茂
呂
仁
三
郎
、
會
田
治
郎
吉

い
ず
れ
も
不
詳
。

●
語
注

○
畏
ク
モ

口
に
す
る
の
も
恐
れ
多
い
こ
と
に
。
お
そ
れ
お
お
く
も
。

○
毛
武

上
野
と
武
蔵
。
今
の
群
馬
県
と
埼
玉
県
。
演
習
が
行
わ
れ
た
の
は
群
馬
県
で
あ
る
が
、
こ
こ
で

は
埼
玉
県
も
併
称
し
て
い
る
。

○
乘
附
練
兵
場

明
治
一
七
（
一
八
八
四
）
年
の
歩
兵
連
隊
制
に
よ
り
、
歩
兵
第
十
五
連
隊
が
高
崎
城
跡

に
設
置
さ
れ
、
高
崎
市
街
西
部
に
あ
た
る
乗
附
一
帯
が
演
習
場
と
し
て
活
用
さ
れ
、
乗
附
練
兵
場
と
呼
ば

れ
た
。

○
毛
武
常
信
越

両
毛
（
群
馬
県
、
栃
木
県
）
、
武
蔵
（
埼
玉
県
）
、
常
陸
（
茨
城
県
）
、
信
濃
（
長
野
県
）
、

越
後
（
新
潟
県
）。

○
親
閲

天
子
が
親
し
く
兵
馬
等
を
閲
覧
す
る
こ
と
。

○
神
祇

天
の
神
と
地
の
神
。
天
神
地
祇
。
「
尚
書
」
湯
誥
に
「
竝
告
無
辜
于
上
下
神
祇
（
竝
び
に
無
辜

を
上
下
の
神
祇
に
告
ぐ
）」
と
あ
る
。

○
民
治

人
民
の
治
ま
る
こ
と
、
民
を
治
め
る
政
治
。
「
礼
記
」
楽
記
に
「
仁
以
愛
之
、
義
以
正
之
、
如

此
則
民
治
行
矣
（
仁
以
て
之
を
愛
し
、
義
以
て
之
を
正
す
、
此
の
如
く
な
れ
ば
則
ち
民
治
行
は
る
）
」
と

か
く

あ
る
。

○
名
教

名
分
に
関
す
る
教
え
。
道
徳
上
の
教
え
。
人
倫
の
教
え
。
な
お
、
埼
玉
県
庁
に
お
い
て
、
飯
沼

知
事
が
天
皇
に
捧
呈
し
た
上
表
文
（
１
）

に
「
神
祇
ヲ
尊
ク
シ
民
情
ヲ
察
シ
名
教
ヲ
勵
マ
シ
」
と
あ
る
。
こ

の
三
点
を
な
ら
べ
る
の
は
常
套
句
な
の
で
あ
ろ
う
。

○
奉
迎

身
分
の
高
い
人
や
君
主
を
お
迎
え
す
る
。

○
效

効
に
同
じ
。
力
を
つ
く
す
。

○
受
閲
ノ
隊
ニ
伍
シ

受
閲
は
閲
兵
を
受
け
る
。
伍
は
、
隊
列
。
隊
伍
で
、
同
列
に
列
ぶ
。
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○
叡
覽
ニ
奉
供
ス

叡
覧
は
天
子
の
閲
覧
。
奉
供
は
、
捧
げ
供
え
る
。

○
侍
従

こ
の
と
き
埼
玉
師
範
・
女
師
に
派
遣
さ
れ
た
の
は
、
侍
従
の
永
積
寅
彦
。
後
述
。

○
天
恩

天
子
の
恩
恵
、
聖
恩
。

○
優
渥

雨
水
が
十
分
に
あ
る
さ
ま
。
（
ほ
う
び
や
待
遇
が
）
手
厚
い
さ
ま
。
な
お
、
飯
沼
知
事
の
上
表

文
（
１
）

に
「
皇
恩
優
渥
黎
民
ヲ
潤
シ
タ
マ
ヒ
」
と
あ
る
。

○
措
ク
能
ハ
ス

～
し
て
や
ま
な
い
。

○
教
練

戦
前
の
学
校
で
施
行
し
た
軍
事
教
育
の
学
科
。

○
査
閲

調
べ
見
る
。
検
査
、
察
看
。

○
台
臨

台
は
、
尊
称
。

○
秋
霖

秋
の
長
雨
。

○
瀟
瀟

雨
風
の
激
し
い
様
。

○
意
ト
シ

気
に
か
け
る
、
心
配
す
る
。

○
臨
監

そ
の
場
で
監
察
す
る
。

○
嘉
奬

ほ
め
て
奨
励
す
る
。

○
擧
校

学
校
あ
げ
て
。

○
寵
眷

か
わ
い
が
る
、
御
気
に
入
る
。
寵
顧
。
「
国
史
略
」
欽
明
天
皇
に
「
帝
…
…
輙
以
爲
近
侍
、
寵

眷
日
渥
、
賞
賚
甚
夥
（
帝
…
…
輙
ち
以
て
近
侍
と
な
し
、
寵
眷
日
に
渥
く
、
賞
賚
甚
だ
夥
し
）
」
と
あ
る
。

○
客
秋

一
回
前
の
秋
。

○
後
昆

子
孫
、
後
世
。「
尚
書
」
仲
虺
之
誥
に
「
王
懋
昭
大
德
、
建
中
于
民
、
以
義
制
事
、
以
禮
制
心
、

垂
裕
後
昆
（
王

懋
め
て
大
德
を

昭

ら
か
に
し
、
中
を
民
に
建
て
、
義
を
以
て
事
を
制
し
、
禮
を
以

つ
と

あ
き
ら

て
心
を
制
し
、
裕
を
後
昆
に
垂
れ
よ
）」
と
あ
る
。

○
聖
旨

天
子
の
意
向
、
命
令
。

○
副
フ

か
な
う
、
適
合
す
る
。

●
口
語
訳
（
章
立
て
と
小
見
出
し
は
訳
者
が
便
宜
的
に
つ
け
た
）

鳳
翔
記
光
記

前
の
埼
玉
縣
知
事
正
五
位
勲
四
等
飯
沼
一
省
に
よ
る
題
額
。

【
陸
軍
大
演
習
と
青
少
年
の
閲
覧
】

昭
和
九
年
一
一
月
、
恐
れ
多
く
も
、
天
皇
陛
下
に
あ
ら
せ
ら
れ
て
は
、
群
馬
県
埼
玉
県
の
野
に
お
い
て
、

陸
軍
の
大
演
習
を
視
察
さ
れ
、
皇
軍
を
閲
兵
さ
れ
た
。
こ
の
閲
兵
が
行
わ
れ
た
後
の
一
七
日
、
高
崎
市
乗

附
練
兵
場
に
お
い
て
、
群
馬
・
栃
木
・
埼
玉
・
茨
城
・
長
野
・
新
潟
六
県
の
男
女
生
徒
青
年
四
万
人
に
対

し
、
親
し
く
閲
覧
す
る
こ
と
の
栄
誉
を
給
い
、
さ
ら
に
翌
一
八
日
に
、
本
県
へ
行
幸
さ
れ
た
。

【
埼
玉
県
へ
の
行
幸
】

氷
川
神
社
に
お
い
て
神
々
を
あ
が
め
ら
れ
、
本
県
の
民
を
治
め
る
政
治
を
視
察
な
さ
り
、
さ
ら
に
人
倫

・
道
徳
上
の
教
え
、
教
育
を
励
ま
さ
れ
た
。

官
民
と
も
に
歓
喜
し
て
陛
下
を
お
迎
え
奉
る
ま
ご
こ
ろ
を
つ
く
し
た
の
で
あ
っ
た
。

【
埼
玉
師
範
・
女
子
師
範
の
栄
誉
】

こ
の
間
、
本
校
の
職
員
生
徒
児
童
は
、
あ
る
も
の
は
閲
覧
を
受
け
る
隊
列
に
並
び
、
あ
る
も
の
は
陛
下

を
お
迎
え
た
て
ま
つ
る
列
に
加
わ
り
、
あ
る
も
の
は
親
し
く
拝
謁
す
る
栄
誉
を
受
け
、
あ
る
も
の
は
自
ら

制
作
し
た
成
績
品
を
閲
覧
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
捧
げ
供
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

【
侍
従
の
差
遣
】
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行
幸
に
先
立
つ
二
日
前
の
一
六
日
に
は
、
特
段
の
恩
恵
に
よ
り
侍
従
を
本
校
に
差
し
遣
わ
し
、
教
育
学

習
の
実
情
成
績
、
も
ろ
も
ろ
の
施
設
の
情
況
な
ど
を
視
察
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
天
子
の
恩
恵
の
手

厚
さ
に
、
恐
れ
か
し
こ
ま
っ
て
や
ま
な
い
次
第
で
あ
る
。

【
朝
香
宮
の
台
臨
】

さ
ら
に
こ
れ
に
先
立
つ
一
○
月
二
五
日
、
本
校
の
軍
事
教
練
を
査
閲
す
る
こ
と
に
な
り
、
恐
れ
多
く
も

近
衛
師
団
長
朝
香
宮
鳩
彦
王
殿
下
の
台
臨
を
い
た
だ
い
た
。

こ
の
日
は
、
秋
雨
が
激
し
く
降
り
し
き
る
悪
天
候
で
あ
っ
た
が
、
衣
服
や
制
帽
が
濡
れ
そ
ぼ
つ
こ
と
も

お
気
に
な
さ
る
こ
と
は
な
く
、
終
始
直
接
臨
場
し
て
監
督
を
続
け
ら
れ
、
さ
ら
に
特
別
に
お
ほ
め
の
言
葉

を
賜
っ
た
。
学
校
あ
げ
て
感
激
し
た
次
第
で
あ
る
。

【
埼
玉
師
範
と
鳳
翔
閣
】

思
う
に
、
本
校
は
、
明
治
一
一
年
に
は
天
子
の
行
在
所
と
な
る
栄
誉
を
受
け
、
鳳
翔
閣
と
名
づ
け
ら
れ
、

以
後
天
子
か
ら
の
特
別
の
恩
寵
を
被
る
こ
と
が
久
し
か
っ
た
（
天
皇
か
ら
の
期
待
が
高
い
も
の
で
あ
っ

た
）。

【
埼
玉
師
範
の
使
命
】

そ
し
て
、
昨
年
の
秋
に
至
っ
て
、
右
記
に
述
べ
た
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
天
子
の
恩
沢
を
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
、
教
育
に
携
わ
る
と
い
う
我
が
校
の
使
命
は
い
よ
い
よ
重
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
更
に
自
覚
す
る

に
至
っ
た
。

【
建
碑
の
目
的
】

そ
こ
で
、
こ
の
間
の
経
緯
や
事
象
に
つ
い
て
概
略
を
記
録
し
、
後
世
に
伝
え
、
後
の
者
達
が
、
ま
す
ま

す
使
命
に
向
か
っ
て
奮
励
努
力
し
、
教
育
を
重
要
視
す
る
と
い
う
天
子
の
御
心
に
か
な
い
た
て
ま
つ
る
も

の
と
な
る
こ
と
を
、
心
よ
り
願
っ
て
や
ま
な
い
の
で
あ
る
。

【
署
名
】

昭
和
十
年
十
一
月
十
六
日

埼
玉
県
師
範
学
校
長
、
正
五
位
勲
四
等
、
有
元
久
五
郎
、
文
を
撰
す
。

埼
玉
県
師
範
学
校
教
諭
、
服
部
誠
一
、
書
す
。

三
．
解
説

（
一
）
埼
玉
師
範
と
天
皇
・
皇
室

本
石
碑
は
、
埼
玉
師
範
が
天
皇
や
皇
族
と
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
誇
り
、
広
く
訴
え
る
こ

と
を
意
図
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
直
接
に
は
昭
和
九
年
の
陸
軍
大
演
習
に
関
連
し
て
の
関
わ
り
を

述
べ
て
い
る
。
次
に
そ
の
関
わ
り
に
つ
い
て
概
略
を
確
認
し
て
お
く
（
詳
細
は
、
後
掲
の
拙
論
を
参
照
さ

れ
た
い
）。

①
陸
軍
大
演
習

大
演
習
そ
の
も
の
は
、
陸
軍
兵
士
に
よ
る
軍
事
演
習
で
あ
り
、
天
皇
は
大
元
帥
と
し
て
そ
れ
を
統
監
し

た
。
し
か
し
兵
士
以
外
の
若
者
や
庶
民
達
も
様
々
な
形
で
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
。
そ
れ
ら
を
通
し

て
、
国
民
が
天
皇
に
接
し
、
天
皇
を
崇
拝
す
る
精
神
を
涵
養
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

本
石
碑
で
は
、
「
本
校
職
員
生
徒
兒
童
」
の
関
わ
り
方
と
し
て
「
受
閲
ノ
隊
ニ
伍
シ
」
「
奉
迎
ノ
列
ニ

加
ハ
リ
」「
拜
閲
ノ
榮
ヲ
担
ヒ
」
「
成
績
品
ヲ
叡
覧
ニ
奉
供
ス
」
の
四
点
を
あ
げ
て
い
る
。

「
受
閲
」

大
演
習
は
十
一
月
十
一
日
か
ら
十
三
日
ま
で
で
、
十
七
日
の
午
後
、
乗
附
練
兵
場
に
お
い
て
「
男
女
青
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年
代
表
諸
団
体
御
親
閲
」
が
行
わ
れ
た
。
全
参
加
者
は
四
万
人
を
超
え
、
広
大
な
練
兵
場
に
整
列
し
た
。

こ
れ
に
埼
玉
師
範
生
九
十
五
名
と
埼
玉
女
師
生
四
十
名
が
参
加
し
、
天
皇
の
親
閲
を
受
け
る
と
共
に
、
は

る
か
に
遠
く
に
天
皇
の
英
姿
を
拝
す
る
と
い
う
栄
光
を
受
け
た
。
こ
と
に
、
御
親
閲
の
際
に
女
子
生
徒
達

が
合
唱
し
た
奉
迎
歌
「
菊
の
香
の
妙
な
る
こ
の
日
」
の
歌
詞
は
、
何
百
も
の
応
募
の
中
か
ら
、
埼
玉
女
師

生
徒
の
作
品
が
当
選
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

「
奉
迎
」

天
皇
は
、
十
八
日
に
大
宮
氷
川
神
社
に
参
拝
し
た
の
ち
、
浦
和
へ
向
か
っ
た
。
そ
の
二
十
五
分
間
程
度

の
道
中
に
お
い
て
、
埼
玉
県
民
が
沿
道
を
埋
め
尽
く
し
て
奉
迎
し
た
。
埼
玉
師
範
関
係
で
は
、
埼
玉
師
範

生
二
七
八
名
、
同
附
属
小
学
校
児
童
四
六
七
名
、
埼
玉
女
師
生
二
六
九
名
、
同
附
属
小
学
校
児
童
二
四
三

名
が
参
加
し
た
。
お
そ
ら
く
大
演
習
参
加
以
外
の
全
校
生
徒
児
童
で
あ
ろ
う
。
目
の
前
を
車
で
通
り
過
ぎ

る
姿
を
拝
し
、
ま
る
で
神
仏
や
恋
人
を
思
う
よ
う
な
感
想
文
が
残
さ
れ
て
い
る
。

「
拝
閲
」

天
皇
に
直
接
面
会
す
る
拝
謁
は
、
十
一
月
十
八
日
午
前
十
一
時
半
か
ら
十
二
時
ま
で
の
間
、
埼
玉
県
庁

に
お
い
て
行
わ
れ
た
。
一
人
で
拝
謁
す
る
単
独
拝
謁
と
、
あ
ら
か
じ
め
並
ん
で
お
き
天
皇
の
入
場
と
と
も

に
一
斉
に
拝
礼
す
る
列
立
拝
謁
が
あ
り
、
埼
玉
師
範
関
係
者
で
は
、
有
元
久
五
郎
埼
玉
師
範
校
長
・
辻
助

次
郎
女
子
師
範
校
長
ら
九
名
が
列
立
拝
謁
に
加
わ
っ
た
（
２
）。

「
成
績
品
叡
覧
」

県
内
の
児
童
生
徒
、
ま
た
教
員
た
ち
が
作
成
し
た
様
々
な
成
績
品
に
つ
い
て
、
予
選
を
へ
て
一
○
一
八

点
が
叡
覧
の
対
象
と
し
て
選
ば
れ
た
。
埼
玉
師
範
関
係
で
は
、
附
属
小
学
校
か
ら
五
点
、
埼
玉
師
範
・
女

子
師
範
か
ら
九
点
、
教
員
が
一
点
、
そ
れ
ぞ
れ
出
品
し
た
。
成
績
品
の
他
に
、
県
下
物
産
と
献
上
品
も
天

覧
の
対
象
で
あ
り
、
展
示
は
三
室
に
分
か
れ
て
な
さ
れ
て
い
た
。
天
皇
は
一
時
間
に
満
た
な
い
時
間
で
こ

の
三
室
を
廻
っ
た
。
有
元
校
長
は
「
萩
原
教
諭
の
蒐
集
に
な
れ
る
本
県
秩
父
産
化
石
に
は
特
に
長
時
間
御

目
を
留
め
さ
せ
ら
れ
」
（
埼
玉
師
範
生
徒
会
誌
「
鳳
翔
」
三
八
号
）
と
書
き
、
埼
玉
師
範
の
作
品
が
天
皇

の
興
味
を
引
い
た
よ
う
だ
と
誇
ら
し
げ
に
述
べ
て
い
る
。

②
侍
従
差
遣
と
宮
様
の
台
覧

本
石
碑
は
、
大
演
習
に
先
立
っ
て
天
皇
の
侍
従
が
埼
玉
師
範
と
女
子
師
範
に
差
し
遣
わ
さ
れ
た
こ
と
、

十
月
二
十
五
日
に
埼
玉
師
範
で
の
軍
事
教
練
に
朝
香
宮
の
台
覧
が
あ
っ
た
こ
と
も
名
誉
な
こ
と
だ
と
し
る

す
。
そ
の
あ
ら
ま
し
も
確
認
し
て
お
く
。

「
侍
従
差
遣
」

天
皇
行
幸
の
際
、
本
人
で
は
な
く
侍
従
な
ど
が
勅
使
と
し
て
、
い
わ
ば
天
皇
の
代
理
と
し
て
派
遣
さ

れ
、
視
察
す
る
こ
と
も
行
わ
れ
た
。
昭
和
九
年
の
行
幸
に
お
い
て
は
、
埼
玉
県
内
で
は
合
計
二
十
箇
所
が

差
遣
の
対
象
と
な
っ
た
。
埼
玉
師
範
へ
は
、
浦
和
行
幸
に
先
立
つ
十
一
月
十
六
日
に
、
永
積
寅
彦
侍
従
が

訪
れ
て
い
る
。

先
ず
埼
玉
師
範
に
、
午
前
十
時
十
五
分
到
着
、
奉
迎
の
式
典
、
つ
い
で
校
長
に
よ
る
学
校
説
明
、
校
内

十
箇
所
を
巡
覧
し
授
業
参
観
、
送
迎
の
式
典
、
こ
れ
ら
を
三
十
分
の
間
に
行
っ
て
い
る
。
次
に
十
時
五
十

分
に
埼
玉
女
師
に
到
着
し
、
埼
玉
師
範
と
同
じ
メ
ニ
ュ
ー
を
や
は
り
三
十
分
で
こ
な
し
て
師
範
学
校
を
あ

と
に
し
た
。
永
積
侍
従
は
こ
の
あ
と
も
川
口
鋳
物
工
場
や
南
埼
玉
郡
潮
止
村
な
ど
を
回
っ
て
お
り
、
視
察

し
た
内
容
は
お
そ
ら
く
侍
従
の
頭
に
は
何
一
つ
残
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
こ
の
侍
従
差
遣
も
天
皇
奉
迎
な
ど
と
同
様
、
迎
え
る
側
で
あ
る
学
校
等
に
お
い
て
、
視
察
し
て

い
た
だ
い
た
と
い
う
恩
恵
栄
光
を
感
じ
る
の
が
目
的
だ
っ
た
。
小
野
教
諭
が
記
し
た
「
差
遣
の
記
録
」
に

は
「
こ
の
日
は
御
勅
使
が
御
成
に
な
る
光
栄
の
日
で
あ
る
」
「
す
ば
ら
し
い
お
言
葉
に
感
激
し
て
光
栄
を
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永
久
に
伝
え
る
も
の
で
あ
る
」
等
の
語
句
が
散
見
す
る
。

「
朝
香
宮
台
覧
」

当
時
朝
香
宮
は
近
衛
師
団
長
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
各
地
で
軍
事
教
練
の
参
観
を
し
て
い
る
。

十
月
二
十
五
日
当
日
は
、
朝
か
ら
あ
い
に
く
の
大
雨
で
あ
っ
た
が
、
ぬ
か
る
み
の
中
、
予
定
通
り
軍
事

教
練
が
行
わ
れ
た
。
飯
沼
知
事
等
の
県
高
官
や
、
各
学
校
に
配
さ
れ
て
い
た
配
属
将
校
な
ど
が
見
学
に
訪

れ
る
中
、
八
時
五
十
五
分
に
宮
が
到
着
。
配
属
将
校
に
よ
る
軍
事
講
話
や
成
績
品
の
台
覧
な
ど
を
は
さ
み

な
が
ら
、
午
前
中
で
三
回
に
分
け
て
教
練
が
行
わ
れ
た
。
昼
食
後
宮
は
帰
還
し
た
が
、
随
従
の
森
少
将
か

ら
、
宮
は
「
天
氣
は
悪
か
っ
た
が
一
同
皆
元
気
で
よ
く
や
っ
た
」
と
述
べ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ

で
も
侍
従
差
遣
と
同
様
、
教
練
を
宮
に
台
覧
い
た
だ
い
た
こ
と
を
名
誉
な
こ
と
、
光
栄
あ
る
こ
と
だ
と
す

る
生
徒
達
の
言
葉
が
残
さ
れ
て
い
る
。

③
明
治
十
一
年
の
行
幸
と
鳳
翔
閣

碑
文
の
「
本
校
ハ
、
古
ク
鳳
翔
閣
ト
名
ヅ
ケ
ラ
レ
、
寵
眷
ヲ
蒙
ル
事
久
シ
」
と
あ
る
の
は
、
明
治
十
一

年
の
行
幸
の
際
、
新
築
の
師
範
学
校
校
舎
を
行
在
所
と
し
て
提
供
し
た
こ
と
を
指
す
。
埼
玉
師
範
が
、
天

皇
に
関
わ
っ
た
、
天
皇
か
ら
恩
恵
を
受
け
た
と
い
う
「
光
栄
」
は
、
こ
の
鳳
翔
閣
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
う

の
で
あ
る
。

（
二
）
建
碑
の
経
緯
と
背
景

①
経
緯

本
石
碑
建
立
の
目
的
に
つ
い
て
、
「
鳳
翔
」
第
三
八
号
は
、
「
本
年
度
（
稿
者
注
：
昭
和
九
年
度
）
に

於
け
る
本
校
数
々
の
光
栄
を
永
久
に
記
念
す
る
た
め
に
本
校
玄
関
側
に
記
念
碑
を
建
て
る
こ
と
に
決
定
し

た
」
と
あ
る
。
碑
文
本
文
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
大
演
習
に
ち
な
む
天
皇
と
の
様
々
な
関
わ
り
、
侍
従
差

遣
、
宮
の
台
覧
、
さ
ら
に
は
明
治
十
一
年
の
行
在
所
提
供
、
こ
れ
ら
を
本
校
に
お
け
る
光
栄
と
捉
え
、
そ

れ
を
永
遠
化
す
る
た
め
に
石
碑
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。

石
碑
作
成
に
あ
た
っ
た
の
は
有
元
校
長
を
中
心
と
す
る
埼
玉
師
範
で
あ
る
が
、
そ
の
資
金
を
提
供
し
た

の
は
、
埼
玉
師
範
同
窓
会
、
埼
玉
師
範
父
兄
会
、
附
属
小
保
護
者
会
等
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
埼
玉
師
範
に

寄
贈
す
る
、
と
い
う
形
を
取
っ
た
物
と
思
わ
れ
る
。

②
背
景

建
碑
の
経
緯
は
右
に
尽
き
る
が
、
も
う
少
し
背
景
を
推
測
し
て
み
る
。

「
創
立
六
十
周
年
記
念
祝
賀
会
」
と
記
念
誌
「
光
栄
の
六
十
年
」

鳳
翔
記
光
碑
建
立
に
先
立
つ
昭
和
八
年
六
月
、埼
玉
師
範
は
創
立
六
十
周
年
記
念
祝
賀
会
を
挙
行
し
た
。

県
知
事
や
文
部
大
臣
（
代
理
）
の
祝
辞
を
皮
切
り
に
、
記
念
式
典
・
祝
賀
運
動
会
・
園
遊
会
な
ど
三
日
間

に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
会
期
中
、
県
内
公
立
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
の
作
品
展

示
な
ど
も
行
わ
れ
、
学
内
に
留
ま
ら
な
い
、
埼
玉
県
全
体
を
巻
き
込
む
事
業
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
埼

玉
師
範
の
歴
史
と
功
績
を
派
手
に
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
し
た
も
の
だ
っ
た
と
言
え
る
。

そ
し
て
こ
の
時
、
埼
玉
師
範
を
紹
介
宣
伝
す
る
小
冊
子
「
創
立
祝
賀

光
栄
の
六
十
年
」
が
作
成
さ
れ

て
い
る
。
口
絵
に
三
条
実
美
公
揮
毫
の
「
鳳
翔
閣
」
の
書
と
御
真
影
の
写
真
を
掲
げ
、
本
文
は
本
校
の
歴

史
を
記
し
つ
つ
「
明
治
天
皇
の
御
駐
輦
」
や
天
皇
や
皇
族
が
埼
玉
師
範
を
訪
れ
た
こ
と
を
列
挙
す
る
「
光

栄
の
数
々
」
な
ど
か
ら
な
る
。

つ
ま
り
創
立
六
十
周
年
を
記
念
す
る
事
業
は
、
天
皇
か
ら
特
別
の
栄
誉
を
賜
っ
た
存
在
と
し
て
の
埼
玉

師
範
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
「
鳳
翔
記
光
碑
」
の
建
立
も
、
こ
の
文
脈
の
上
に
あ
る
と
い
っ
て
よ

い
だ
ろ
う
。
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有
元
校
長
と
鳳
翔
閣

六
十
周
年
記
念
事
業
を
推
進
し
た
の
は
、
昭
和
七
年
に
校
長
と
な
っ
た
有
元
久
五
郎
で
あ
っ
た
。
実
は

彼
は
、
明
治
三
十
八
年
に
起
き
た
、
埼
玉
師
範
最
大
の
不
祥
事
で
あ
る
学
校
紛
擾
事
件
の
た
だ
中
に
あ
る

人
物
で
あ
っ
た
。

学
校
紛
擾
事
件
と
は
、
明
治
二
十
年
頃
か
ら
始
る
も
の
で
、
生
徒
と
学
校
側
と
が
対
立
し
、
時
に
は
同

盟
休
校
や
生
徒
の
処
分
に
至
る
中
等
学
校
に
頻
発
し
た
事
件
で
あ
る
。

こ
の
時
は
、
先
ず
生
徒
が
寮
監
の
教
諭
に
「
日
露
戦
争
開
戦
記
念
日
を
休
校
に
し
た
い
」
と
申
し
入
れ

る
。
校
長
が
こ
れ
を
拒
否
す
る
と
生
徒
側
は
、
伊
藤
校
長
は
専
制
的
で
不
親
切
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
転

任
を
木
下
県
知
事
に
願
い
出
る
。
知
事
が
拒
否
す
る
と
、
生
徒
達
は
「
文
部
当
局
に
陳
情
」
す
る
た
め
、

と
し
て
一
斉
に
「
同
盟
休
校
」
に
入
る
。
怒
っ
た
知
事
は
校
長
に
命
じ
て
生
徒
達
を
無
期
停
学
処
分
と
す

る
。
か
く
て
混
迷
は
埼
玉
県
の
政
界
に
及
び
、
吉
田
県
会
議
長
は
文
部
省
に
赴
い
て
、
校
長
と
知
事
に
不

適
切
な
点
が
あ
る
と
訴
え
る
に
至
る
。
督
学
官
が
派
遣
さ
れ
、
調
査
の
結
果
、
中
心
的
な
生
徒
六
名
が
退

学
処
分
、
校
長
は
依
願
免
職
、
木
下
知
事
も
左
遷
と
な
っ
た
。

こ
の
大
事
件
の
発
端
で
あ
る
生
徒
の
要
求
を
受
け
た
の
が
、赴
任
三
年
目
の
若
き
有
元
教
諭
で
あ
っ
た
。

彼
は
荒
れ
狂
う
渦
中
の
た
だ
中
に
い
た
わ
け
で
あ
る
。

埼
玉
師
範
は
そ
の
後
、
新
た
に
赴
任
し
た
小
島
政
吉
校
長
の
も
と
、
再
建
の
道
を
歩
ん
で
ゆ
く
が
、
そ

の
復
活
事
業
の
一
つ
が
「
行
在
所
記
念
之
碑
」
建
立
で
あ
る
（
３
）

。「
天
皇
の
行
幸
を
賜
っ
た
と
い
う
光
栄
」

を
も
う
一
度
呼
び
戻
そ
う
と
い
う
意
図
が
あ
る
事
業
で
あ
っ
た
。

学
校
長
と
し
て
ふ
た
た
び
埼
玉
師
範
に
戻
っ
て
き
た
有
元
は
、
天
皇
と
の
関
わ
り
を
強
調
し
な
が
ら
、

埼
玉
師
範
の
光
栄
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
創
立
六
十
周
年
事
業
を
次
々
と
実
施
し
て
ゆ
く
。
そ
し
て
新
た
な
光

栄
で
あ
る
昭
和
の
大
演
習
・
行
幸
へ
の
参
加
を
直
接
の
契
機
と
し
て
、
埼
玉
師
範
の
光
栄
を
記
録
す
る
も

の
と
し
て
「
鳳
翔
記
光
碑
」
を
作
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

四
．
主
な
参
考
資
料

①
翻
刻

・
な
し
。

②
論
文
な
ど

・
薄
井
俊
二
「
天
皇
の
巡
幸
を
契
機
と
す
る
埼
玉
県
師
範
学
校
に
関
わ
る
石
碑
に
つ
い
て
（
そ
の
二
）
―

「
鳳
翔
記
光
碑
」『
埼
玉
大
学
紀
要
（
教
育
学
部
）
』
（
七
二
巻
二
号
、
二
○
二
三
）
。

●
注

（
１
）
埼
玉
縣
『
昭
和
九
年
陸
軍
特
別
大
演
習
並
地
方
行
幸
埼
玉
縣
記
録
』（
一
九
三
六
）

（
２
）
な
お
官
立
浦
和
高
校
関
係
者
で
は
、
校
長
が
「
単
独
拝
謁
」
の
ト
ッ
プ
に
お
り
、
そ
の
他
四
名
の

教
授
が
「
単
独
拝
謁
」、
十
一
名
の
教
授
が
「
列
立
拝
謁
」
で
あ
っ
た
。

（
３
）
拙
稿
「
天
皇
の
行
幸
を
契
機
と
す
る
埼
玉
県
師
範
学
校
に
関
わ
り
石
碑
に
つ
い
て
（
そ
の
一
）
―

「
行
在
所
記
念
之
碑
」
と
鳳
翔
閣
―
」
『
埼
玉
大
学
紀
要
（
教
育
学
部
）
』
七
二
巻
二
号
、
二
○
二
三
）
。

以
上

二
○
二
三
年
五
月

薄
井
俊
二
訳
す

二
○
二
四
年
一
月

薄
井
俊
二
補
足


